
















小川環樹氏の研究によると、 「風景」という語が現在我々の使うlandscape or sceneryとい
う意味を獲得するのは、唐代中莱以降である1。 それと同時に、「景」という語には 「ひかり」









盛唐詩の前期から後期に見られる情景表現のあり方について、孟浩然 (689,..,_,740) 、王維 (700
,-...._,751) 、 李白 (701,...__,762) の詩を俎上に挙げて瞥見しておこう。
1 小川環樹『風と雲 中国文学論集』（朝日新聞社、1972年） 45 頁。




移舟泊煙渚、 日暮客愁新 舟を移して 煙渚に泊し、日暮 客愁新たなり
野瞭天低樹、 江清月近人 野職くして天樹に低れ、 江清くして月 人に近し
この詩で「煙渚」に舟泊まりする詩人の目に映るのは、遠く広がる平野、暮れていく空が木々





まうことはなく、 詩人がどのような場所で景物を見ているのか、 はっきりと分かる。 なぜ分か





飛鳥去不窮、連山復秋色 飛鳥 去りて窮まらず、 連山復た秋色























































芳草萎養鵬鵡洲、 日暮郷闊何虜是、 煙波江上使人愁」もこの詩とほとんど同じ構造をとり、やはり 一時点の眺望と対象
の見えない愁いが表現される。 王昌齢「萬歳棲」（巻三）の尾聯「誰堪登望雲煙裏、 向晩茫茫検旅愁」でも「雲煙」の中
で「旅愁」異郷にある悲しみが語られ、 見えるべき状況で見えないことが、盛唐詩人にとって悲哀を最大限に表現する












鼓角 縁邊の郡、 川原 夜ならんと欲するの時
秋に聴けば 地を殷して 骰し、 風に散じ雲に入 りて悲し
葉 を抱きて 寒蝉は静かに、 山に蹄りて獨蔦は遅し
萬方 臀一概、 吾が道党に何くにか之かん
詩は冒頭から張りつめた緊張感に満たされる。 軍隊の太鼓と角笛の声が響き渡る辺境の町、
川原が今にも暮れゆかんとする、 まさにその時。 秋風の中、 その音に耳を傾ければ地を震わせ
て鳴り響くが如く、風に吹き散じ雲の中にまで染み通っていく、その悲しさ。 「縁邊郡」「川原」
という場所の設定と焦点化、 空を一面に覆う 「雲」、 「欲夜時」「秋」という時間、 場面全体を満






と鳴き声ではなく 「抱葉」と視覚で把握しており、 吉川氏はそれが 「杜甫のフィクション」（注
9所掲書、91頁）「うかびあがった幻影」（注9所掲書、91頁） であると指摘する。杜甫が葉陰
にいる 「寒蝉」 を実際に眼で捉えていたかどうかはともかく、 詩の前半に提示されだt青景全体




の如き微小な存在、 住処に帰るのにも送巡しているかの如き孤独な存在、 この詩では景物 をよ
















ったかと思え ば消える。 物陰にひっそりと飛ぶ蛍は自らをそっと照らし、 水辺に宿る鳥は伴を
求めるかのように鳴く。 頷聯では 「重露」の動きと「稀星」の移ろいに焦点を当て、 蘭けてい
く夜の一時一時を極めて微細な変化から描こうとしており、 第八句の 「清夜祖」と対応する。
第五句「暗飛螢」は 「秦州雑詩二十首其四」第五句の 「抱葉寒蝉」と同様、 視覚で捉えるには
微小な景物であり、 詩人が意図的に配置したことを窺わせる。 ここまで詩人のいかなる情懐も
露わにされていないが、 なぜ詩人は寝付かれないままでいるのか。 その理由は、 尾聯に到って





















晩年、 曖州に仮住まいしたときの作。 楊倫『杜詩鏡鈴』は「高渾ー氣、 古今獨歩にして、 鴬
に杜集七言律詩の第一と為すべし（高渾一氣、 古今獨歩、 嘗為杜集七言律詩第一）」 (842 頁）













長安を離れること万里の地で、 今、 秋を悲しむ我が身、 自分は来る年も来る年も客として異
郷をさすらってきた。 これまでの人生で常に病気がちでもあったこの身は、 重陽の節句にただ
独り、 高台へ登っている。 苦難に満ちた半生の果てに、 髪の毛が霜の如く真っ白になってしま
ったのが無念でならない。 第八句は「涼倒」の解釈によって意味が分かれる。 黒川洋一氏が解
するように「失意に沈むさま」 11の意にとると「絶望した私は今は濁り酒の杯を留め、感慨に耽


























指向性があったのではないか、 ということである。 今抱いている自分の 思いを、 相手にできる
だけ効果的に伝える為にはどうすればよいか。 盛唐の詩人たちが試行錯誤の末に見出した答え
は、 自分のいた空間と可能な限り同じ空間に身を置かせ、 自分の感じ取った景物と可能な限り




と為り性僻にして 佳句に耽る、語人を驚かさずんば 死すとも休まず （ 為人性僻耽佳句、語不
驚人死不休）」（「江上値水如海勢聯短述」巻十）という句はよく知られているが、誰よりも多様
な景物を切り取り、 それらに自らの感情を付して特に広大な空間を包み込むことに成功したの

























猶自15 音書滞一郷 猶自音書 一郷に滞る





通じない。 この詩は孟浩然 「登萬歳棲」（宋本集外詩） の 「萬歳棲頭 故郷を望めば、 獨り郷思
をして 更に茫茫たらしむ、天寒く雁度りて 涙を垂るるに堪え、月落ち猿喘きて断腸せんと欲







孟浩然の詩では 「雁度」 「猿暗」と景物がその場の実景であるかのように描写され、 「曲引古
堤臨凍浦」 「斜分遠岸近枯楊」と情景が空間的な視点から静態的に描かれていた。 しかし、柳宗
元の詩では「芙蓉水」は翻り 「辞姦騰」は今にも破れんばかり、特に 「江流曲似九迎腸」、柳江










＂葛暁音『唐詩宋詞十五講』（北京大学出版社、 2003 年） 178 頁。








咽咽學楚吟、 病骨傷幽素 咽咽として 楚吟を學び、 病骨幽素を傷む
秋姿白髪生、 木莱暗風雨 秋姿白髪を生じ、 木葉 風雨に蹄く
燈青蘭膏歌、 落照飛蛾舞 燈青くして 蘭膏歌き、 落照 飛蛾舞う
古壁生凝塵、 羅魂夢中語 古壁 凝塵生じ、 脳魂 夢中に語る
異郷にあっての作。 咽び泣くように楚歌を学び、 病弱でひっそりと寂しい我が身を憐れむ。
「幽素」 は李商隠「房中曲」叫こ「薔薇 幽素に泣き、 翠帯 花錢小なり（薔薇泣幽素、 翠帯花錢
小）」とあり、 ここでは 「ひっそりと寂しげに」と解した。秋のように枯れ果てた身体にはもう
白髪が生じ、木々の葉は風雨の中で啜り泣きの声を立てる。青い灯火に蘭香の油は尽きんとし、





















23 同様の例として 「 秋束」（巻ー ） 「桐風驚心牡士苦、衰燈絡緯喘寒素、誰看青簡一編書、 不遣花晶粉空嚢、思牽今夜腸
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以上、 柳宗元と李賀の情景表現を検討して気づくことは、 両者の景物に対する姿勢が、 盛唐
の詩人達とは違う、 ということである。感情を託すのに相応しい景物を選択するにせよ、 後者
にはそこにあるものを実景であるかのように描こうとする傾向があった。 杜甫 「秦州雑詩二十








ために己の情景を作り上げていく様子を見てきた。 次の節では、 晩唐の詩人について、 こうし
た情景表現がどのような変貌を遂げるかを考察していきたい。
四 晩唐の情景表現ー杜牧・李商隠・温庭箱—
晩唐前期の詩人である杜牧 (803.......,852) と李商隠 (812.......,858) 、 更に温庭箔 (801 頃,...__,866)
の情景表現にみられる特徴について、 見ていくことにする。







































故國 残春の夢、 孤舟 一褐の眠り
揺揺たり 遠堤の柳、 暗暗たり 十程の煙
南に奏る 鐘陵の道、 昔年に似るに 因無し
かつて沈伝師の幕僚として赴任した鐘陵の北に停泊し、 当時を懐かしむ作。 青い梅の実は雨
中に熟し、船の帆柱が酒旗の辺りに立っている。 故郷の崩れゆく晩春の夢、 小舟の粗末な衣を
まとった眠り。 ゆらゆらと柳は遠く堤に連なり、 薄暗い煙は十駅の彼方まで立ち籠める。 南に




の朦朧とした情景を引き出している。 「江南春絶句」にて描かれた 「多少棲豪」とは違い、 この
場合は作者自身がかつて見た過去の景物が眼前に浮かんできそうになるが、 過ぎ去った時間は




ばしばみられる。 「謁巫山廟」（巻六）「爾L猿暗慮訪高唐、路入煙霞草木香、 山色未能忘宋玉、 水臀猶似哭襄王、朝朝暮暮

















詩を題したという水西寺、 古びた木に険しい峰々が取り巻き、 楼閣に風がめぐる。 半ば醒め半
ば酔って遊ぶこと三日、紅と白の花が山雨の中に開く。第三•四句は、李白「山中輿幽人封酌」
（巻二三）の第一・ニ句に 「雨人豊寸酌すれば山花開く、一杯一杯 復た一杯（雨人封酌山花開 、
一杯一杯復一杯）」とあるのをふまえる。 この詩では、 李白の原詩には登場しな い 「山雨」が
詩中の情景を淡＜滲んだヴェ ールで包み込み、 詩人と李白の面影とを媒介する景物として機能
する29。時間を無化するという雨の性質を利用しつつ、杜牧は自らの慕う過去の詩人との避逗を
詩中で味わ っている。 「念昔遊三首」はいずれも追憶のー コマを七言絶句の形を借りて切り取


















































































































































































40注 4 所掲書、 353 頁「温庭箔這類詩， 側重感官満足的描写， 大都類此」。
“この詩について、 白雪・高慎涛両氏は「画面富子跳躍距此種技法在温詞中則俯仰皆是，・・・客観景物的排列， 中間
歓少聯綴， 而此種聯綴有頼読者把握詞中主人公心緒的流動」（「従温庭蒟看晩唐詩的詞化現象」『西安教育学院学報』第





想させるが、 そうして読んでいくと違和感を覚える箇所に突き当たる。 第六句までは、 再びこ
こに来た詩人が蓮の香る湖で近景の蓮花と遠景の大空や湖面を眺めて楽しむ様子、 と解釈して



















温庭鏑の 「経奮遊」では、 過ぎ去った時へ意識を向けさせる時間詞 「昔年」 「賞時」、 現在
の瞬間と場所とを焦点化する指示語 「此」を組み合わせることで、 今一昔の二分法に分断され
ない情景の構築が可能となっている。 同じく、 「題雀公池亭奮遊」においても、 それぞれ過去
と未来とを措定する時間詞「営年」 「異日」、 「此」という指示語、 更に今一昔を接続する動
的表現「重見」と静的表現 「依奮」とを一首の詩中に織り交ぜることで、 詩人のいるこの時こ
42 劉学錯『温庭箔伝論』（安徽大学出版社、 2008年） 215頁「蓋既為尽日独自 一人， 又何能追放当年之楽哉？」。
43 注42所掲書、 215頁「実則， 自
“
当年,, 視之， 今日即 ‘‘当年
”
之
“異日,, 也，・・・今日重滸旧地， 重見蓮舟， 而昔
日之採蓮人已不在， 即已添成今日之愁突」。
“注42所掲書、 215頁「紅艶之荷花在臭裏秋風中揺曳， 而往日明艶如花之採蓮人已不復見， 唯見碧空雲断， 池水悠々而
已」。
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の場という枠組みに縛られない詩的表現が追求されている。ここで想起されるのは、李商隠「錦
悲」の尾聯「此の情追憶を成すを待つべけんや、 只だ是れ営時 巳に憫然たり（此情可待成追
憶、 只是営時巳憫然）」においても、 現在を指示する「此」と時間詞「鴬時」とが対比される
ことで、 特定の時間に偏在しない象徴的表現が達成されていることである。 温庭箔詩の時間表
現は李商隠とどう共通しどのような点で異なるのか、 「詩の時間」という観点から両者の比較
を試みるのは、 今後の課題としたい。
五 おわりに
以上、 駆け足ではあるが、盛唐詩を出発点として中唐詩から晩唐詩へかけて変容していく情
景表現の一端について触れた。 ここで第一節にて述べた盛唐詩の情景描写の基礎と比較してみ
ると、 (1) 自分が感慨に耽る場を一つの場面として捉えようとすること、は杜牧の詩を見る限
りほぼ崩壊している。 (2) 特定の一時点を中心に描かれること、も杜牧や温庭笥の詩から同様
のことがいえる。 (3) 自分と景物•他者とを連続的な空間の中に位置付けること、は李商隠の
詩で見られるように、詩人と景物との位置関係が曖昧になりつつある。 (4) 景物の輪郭が実景
に即して明確であること、は杜甫の「登高」を端緒として、 李賀や柳宗元の詩で既に、 景物の
実際の姿よりも自身の内心に沿うように景物を変貌させようとする姿勢が顕著である。
盛唐詩で一度完成を見た詩の情景描写は、 中唐から晩唐にかけて、 それぞれの詩人の資質に
応じ姿を変えていく。 特に晩唐前半を代表する三詩人である杜牧・李商隠・温庭筒が、 空間と
時間に関わる表現を追求していく中で求めていたものは何か、 特定の語の使い方に限定した上
で、 今後もより詳細な検討を続けていきたい。
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